
○
更
な
る
職
員
削
減
の
考
え

○
積
極
的
な
営
業
活
動
の
実
施

○
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
加
入
に

伴
う
乗
客
増
効
果
及
び
Ｊ
Ｒ
へ
の

加
入
の
働
き
掛
け

○
バ
ス
停
留
所
及
び
地
下
鉄
駅
に
お

け
る
視
覚
障
害
者
対
策
の
強
化

○
職
員
研
修
な
ど
乗
客
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
取
組

○
敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
に
対
す
る

考
え

公
営
企
業
全
般

○
公
営
企
業
に
対
す
る
一
般
会
計
か

ら
の
支
援
や
コ
ス
ト
縮
減
に
向
け

た
取
組

古紙配合率100％再生紙を使用しています。
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11
月
定
例
会
の
日
程

11
月
定
例
会
は
11
月
14
日
に
開
会

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

11
年
度
一
般
会
計
決
算
の
審
議
な
ど

を
行
い
ま
す
。
11
月
20
日
と
21
日
の

本
会
議
に
お
い
て
代
表
質
問
を
行
い
、

12
月
14
日
に
閉
会
す
る
予
定
で
す
。

三
宅
島
に
見
舞
金
を
贈
り
ま
し
た

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
三
宅

島
の
災
害
に
対
し
て
、京
都
市
会
で
は
、

市
会
議
員
全
員
に
よ
る
災
害
見
舞
金

を
贈
る
こ
と
を
決
め
、９
月
27
日
に
市

会
議
長
か
ら
東
京
都
議
会
議
長
に
、100

万
円
の
見
舞
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

お�

知�

ら�

せ�

○
国
立
の
水
質
研
究
機
関
の
積
極
的

な
誘
致

下
水
道
事
業

○
未
水
洗
化
者
に
対
す
る
水
洗
化
の

促
進

○
雨
水
幹
線
整
備
の
必
要
性
と
効
果

○
下
水
の
高
度
処
理
化
の
将
来
展
望

上
下
水
道
事
業
全
般

○
料
金
収
入
率
の
向
上
や
高
額
滞
納

者
に
対
す
る
取
組
強
化

○
料
金
体
系
に
お
け
る
逓
増
制
の
見

直
し

○
料
金
減
免
措
置
対
象
の
拡
大
の
考
え

○
建
設
改
良
事
業
の
多
額
の
繰
越
し

の
解
消

○
更
な
る
職
員
削
減
の
考
え

○
職
員
に
対
す
る
服
務
規
律
の
徹
底

水

道

事

業

○
安
全
で
お
い
し
く
安
い
水
道
水
の

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
実
施

○
基
金
活
用
の
必
要
性

下
水
道
事
業

○
汚
水
資
本
費
補
助
金
の
拡
充

○
大
型
事
業
に
お
け
る
再
評
価
シ
ス

テ
ム
活
用
の
考
え

○
都
市
浸
水
対
策
の
取
組

○
環
境
ホ
ル
モ
ン
対
策
の
取
組

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
市
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化

バ

ス

事

業

○
乗
合
バ
ス
事
業
の
規
制
緩
和
に
向

け
た
取
組
状
況

○
100
円
循
環
バ
ス
の
現
状
と
今
後
の

取
組

○
バ
ス
の
走
行
環
境
改
善
の
取
組

○
バ
ス
路
線
見
直
し
に
当
た
っ
て
の

市
民
の
意
見
聴
取
の
必
要
性

○
管
理
の
受
委
託
実
施
に
よ
る
効
果

と
今
後
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
考

え
方

○
リ
コ
ー
ル
隠
し
に
対
す
る
毅
然
と

し
た
対
応

○
定
期
観
光
バ
ス
の
事
業
推
進
の
取
組

地
下
鉄
事
業

○
東
西
線
六
地
蔵
延
伸
工
事
の
進
ち

ょ
く
状
況

○
府
か
ら
の
補
助
金
の
確
保

○
六
地
蔵
延
伸
工
事
の
分
割
発
注
の

妥
当
性

○
東
西
線
西
伸
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

天
神
川
周
辺
地
域
の
整
備

交
通
事
業
全
般

○
平
成
11
年
度
決
算
の
経
営
健
全
化

計
画（
プ
ロ
グ
ラ
ム
21
）へ
の
影
響

○
市
全
体
の
交
通
体
系
の
中
で
の
公

営
交
通
事
業
の
在
り
方
の
検
討

市会が決算に付けた意見（要旨）
［水道事業及び下水道事業］

１ 建設改良事業における多額の繰越しが目立っ
ている。このことは、事業計画に対する信頼性
を揺るがすものになりかねない。
的確な事業の推進を図るとともに執行率の向
上に努め、確実に計画を達成するよう一層努力
すること。 〈賛成多数〉
２ 水道事業では、渇水時対策、水質保全に、下
水道事業では、都市浸水対策、高度処理、加え
て、耐震対策に多大の建設費用を要し、その企
業債の元利償還が両事業財政を圧迫している。
このため、国に対し、高率の企業債を低利な
ものに借換えができるなど、一層の財政支援と
対策を求めること。 〈全会一致〉

［バス事業］
１ 今なお、増加するマイカーによって、市自動
車運送事業は、直接的な乗客の減少以外にも渋
滞等による表定速度低下、定時運行の困難性か
ら、一層乗客離れを加速している。
市は策定中の京都市基本計画の中に、公共交
通機関優先の都市政策を打ち出すことを急ぐと
ともに、当面国及び関係諸機関に対し、走行環
境改善の施策の推進を一層強く求めること。

〈全会一致〉
２ 服務規律に関しては、未だ市民の信頼を損ね
る事故が後を絶たず、誠に遺憾である。
服務規律による一層の指導徹底を全局挙げて
取り組み、市民に信頼される自動車運送事業と
なるよう努めること。 〈賛成多数〉

［バス事業及び地下鉄事業］
11年度決算における旅客数が、経営健全化計

画（プログラム21）における見通しを下回ったこ
とは、今後の計画推進に大きな影響を及ぼすもの
となることは必至である。全職員がプログラム
21の重要性をしっかりと認識するよう局を挙げ
て取り組むことが重要である。
乗客増対策の効果分析を徹底して行い、より戦
略的な施策を講ずること。 〈賛成多数〉

採
択
し
た
請
願（
厚
生
委
員
会
）

地
域
福
祉
・
老
人
福
祉
施
設
の
早
期

建
設

﹇
南
区
﹈

上
下
水
道
料
金

の
改
定
議
案
な
ど
を
審
査

常
任
委
員
会
は
9
月
8
日
か
ら
10

月
11
日
に
か
け
て
開
か
れ
、
付
託
議

案
や
請
願
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
建
設
消
防
委
員
会
に

審
査
を
付
託
し
た
京
都
高
速
道
路
新

十
条
通
の
基
本
計
画
の
変
更
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
9
月
19
日
の

本
会
議
で
、
ま
た
交
通
水
道
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
た
水
道
料
金
、
下

水
道
使
用
料
、
疏
水
の
水
の
使
用
料

の
改
定
議
案
3
件
に
つ
い
て
は
、
10

月
11
日
の
本
会
議
で
、
各
委
員
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
審
査
の
経
過
と
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

建

設

消

防

委

員

会

主
な
質
疑
項
目

○
当
初
計
画
策
定
時
の
十
分
な
事
前

調
査
の
必
要
性

○
工
法
変
更
に
よ
る
事
業
費
増
額
の

内
訳

○
用
地
買
収
の
促
進

市
会
が
付
け
た
付
帯
決
議（
要
旨
）

こ
の
度
の
基
本
計
画
の
変
更
は
、

事
業
費
が
大
幅
に
膨
張
す
る
も
の
で
、

事
前
調
査
の
在
り
方
と
事
業
計
画
の

甘
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
用
地
買
収
が
遅
れ
、
完
成

が
１
年
遅
れ
る
こ
と
も
遺
憾
で
あ
る
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
に
、
二
度
と

変
更
の
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ
る

と
と
も
に
、
市
と
し
て
工
期
、
工
費

の
十
分
な
管
理
点
検
と
、
用
地
買
収

の
確
実
な
実
施
に
取
り
組
む
こ
と
。

な
お
、
利
用
料
金
も
市
民
の
利
用

し
や
す
い
料
金
体
系
と
す
る
よ
う
、

同
公
団
と
協
議
を
進
め
る
こ
と
。

（
賛
成
多
数
）

主
な
質
疑
項
目

病

院

事

業

○
公
的
病
院
と
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
と
経
営
努
力

○
院
外
処
方
の
推
進
な
ど
患
者
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
取
組

○
医
療
相
談
体
制
の
充
実

○
医
療
事
故
防
止
対
策
の
取
組

○
病
院
に
お
け
る
機
能
評
価
導
入
及

び
中
長
期
計
画
策
定
の
必
要
性

○
高
齢
者
の
自
己
負
担
の
増
加
を
招

く
医
療
制
度
改
定
に
対
す
る
国
へ

の
要
請

水

道

事

業

○
有
収
率
向
上
に
向
け
た
取
組

○
水
質
保
全
に
向
け
た
取
組
強
化

交

通

水

道

委

員

会

主
な
質
疑

上
下
水
道
事
業

問

厳
し
い
市
民
生
活
や
経
済
状
況

下
で
あ
る
こ
の
時
期
に
値
上
げ
を
す

る
理
由

答

中
小
零
細
企
業
が
主
体
の
本
市

の
経
済
実
態
は
極
め
て
深
刻
で
、
ま

た
市
民
生
活
の
実
態
が
厳
し
い
こ
と

も
十
分
把
握
し
て
お
り
、
値
上
げ
の

影
響
は
当
然
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
改
定
時
期
を
延
ば
せ
ば
、
料
金

改
定
率
が
今
よ
り
も
高
く
な
り
、
一

層
の
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。

現
時
点
で
の
改
定
が
、
一
番
そ
の
影

響
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
、
苦

渋
の
決
断
を
行
っ
た
。今
後
の
水
の
安

定
供
給
や
総
合
的
な
水
行
政
の
推
進

の
た
め
に
理
解
と
協
力
を
願
い
た
い
。

問

事
業
の
効
率
的
運
営
や
企
業
努

力
に
よ
る
市
民
負
担
の
軽
減

答

今
日
の
不
況
下
、
料
金
改
定
の

幅
を
少
な
く
し
、
市
民
負
担
を
低
く

抑
え
る
よ
う
努
力
し
た
。
こ
の
た
め
、

新
し
い
財
政
計
画
の
策
定
で
は
、
上

下
水
道
局
合
わ
せ
て
100
人
の
人
員
を

削
減
す
る
な
ど
、
最
大
限
の
取
組
を

行
う
。
更
に
、
建
設
事
業
計
画
も
大

幅
に
見
直
す
な
ど
、
精
一
杯
の
改
革

を
実
施
す
る
。
今
後
も
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
長

期
的
展
望
に
立
ち
努
力
を
続
け
る
。

◆
そ
の
ほ
か
の
主
な
質
疑
項
目
◆

○
用
水
型
産
業
に
対
す
る
補
助
や
福

祉
減
免
を
実
施
す
る
考
え

○
料
金
値
上
げ
案
撤
回
の
考
え

○
料
金
改
定
に
当
た
っ
て
市
民
の
意

見
を
聴
取
す
る
考
え

○
財
政
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
的

確
な
収
入
予
測

○
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
効
率
化
推
進
に

向
け
た
決
意

○
企
業
債
の
借
換
え
実
施
に
向
け
た

国
へ
の
働
き
掛
け

普通及び公営企業予算・決算特別
委員会の正副委員長が決定
（正式会派名は下の会派名簿を参照）

委員会 委　員　長 副　委　員　長

普　通
大西　　均
（自民・左）

繁　　�夫（自民・伏）
佐藤　和夫（共産・伏）
安孫子和子（民み・中）
久保　省二（公明・西）

公　営
企　業

坂口　芳治
（共産・伏）

橋村　芳和（自民・伏）
梅林　　等（民み・南） スルッとKANSAI

都カード

会　派　名 議員数 電話番号

自 由 民 主 党
京都市会議員団 24人 222-3718

日 本 共 産 党
京都市会議員団 21人 222-3728

民主・都みらい
京都市会議員団 13人 222-3724

公 明 党
京都市会議員団 12人 222-3732

京 都 2 1
市会議員クラブ 2人 222-3739

ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
会
事
務
局
調
査
課

1
２
２
２
―
３
６
９
７

決算特別委員会の審査から
病院、水道、下水道、バス、地下鉄の

各事業の11年度決算を審査する公

営企業決算特別委員会は、9月21日

から審査に入り、22日から局別の質

疑、28、29日に決算書類の調査、10

月2日に市長・副市長に対する総括質

疑を行い、10月11日に賛否取りま

とめの委員会を開きました。そして、

同日の本会議で委員長から審査の経

過と結果を報告しました。

その主なものを掲載します。


